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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　処方に関するデータであって患者に提供されるべき薬剤の情報を含む処方データに基づ
いて複数台の調剤機器を制御する調剤機器用制御装置と、少なくとも自動散薬分包装置と
、複数の薬剤容器を備え、
　前記自動散薬分包装置は、前記薬剤容器から排出された散薬を包装する薬剤包装装置が
少なくとも内部に設けられており、
　さらに前記自動散薬分包装置は、前記処方データに基づき、所定の散薬が収容された薬
剤容器から排出する散薬を計量する動作と、散薬を個別に分包する分包動作を実行可能で
あって、
　前記調剤機器用制御装置と前記自動散薬分包装置の少なくともいずれかが前記処方デー
タに基づいて、患者に提供されるべき散薬の全てを前記分包動作によって分包可能か否か
を判別する判別動作を実施可能であり、
　前記調剤機器には、対象薬剤を秤量するための薬剤秤量装置が含まれ、
　前記薬剤秤量装置は、薬剤を選択するための選択画面を表示可能な表示装置を有し、前
記選択画面に表示された薬剤を選択し、選択された薬剤の秤量を実施可能であって、
　前記判別動作の結果、対象となる処方で提供される散薬に、前記分包動作で分包可能な
薬剤と、前記分包動作で分包できない薬剤とが混在している場合、前記選択画面では、前
記分包動作で分包可能な薬剤を示す情報を選択不可能な状態で表示し、前記分包動作で分
包できない薬剤を示す情報を選択可能な状態で表示することを特徴とする散薬調剤業務支
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援システム。
【請求項２】
　処方に関するデータであって患者に提供されるべき薬剤の情報を含む処方データに基づ
いて複数台の調剤機器を制御する調剤機器用制御装置と、少なくとも自動散薬分包装置と
、複数の薬剤容器を備え、
　前記自動散薬分包装置は、前記薬剤容器から排出された散薬を包装する薬剤包装装置が
少なくとも内部に設けられており、
　さらに前記自動散薬分包装置は、前記処方データに基づき、所定の散薬が収容された薬
剤容器から排出する散薬を計量する動作と、散薬を個別に分包する分包動作を実行可能で
あって、
　前記調剤機器用制御装置と前記自動散薬分包装置の少なくともいずれかが前記処方デー
タに基づいて、患者に提供されるべき散薬の全てを前記分包動作によって分包可能か否か
を判別する判別動作を実施可能であり、
　前記調剤機器には、対象薬剤を秤量するための薬剤秤量装置が含まれ、
　前記調剤機器用制御装置による前記判別動作を実施可能であり、
　前記判別動作の結果、患者に提供されるべき散薬の一部が前記分包動作によって分包す
ることができない場合、
　前記分包動作によって分包可能な薬剤に関するデータを前記自動散薬分包装置に送信し
、且つ、前記分包動作によって分包不可能な薬剤に関するデータを前記薬剤秤量装置に送
信する処方データ分割送信動作を実施することを特徴とする散薬調剤業務支援システム。
【請求項３】
　処方に関するデータであって患者に提供されるべき薬剤の情報を含む処方データに基づ
いて複数台の調剤機器を制御する調剤機器用制御装置を有し、前記調剤機器には少なくと
も自動散薬分包装置と、対象薬剤を秤量するための薬剤秤量装置が含まれ、
　前記自動散薬分包装置は、前記処方データに基づき、散薬を計量する動作と、散薬を所
定の数に分割し、分割した散薬を個別に分包する分包動作が実行可能であって、
　前記調剤機器用制御装置と前記自動散薬分包装置の少なくともいずれかが前記処方デー
タに基づいて、患者に提供されるべき散薬の全てを前記分包動作によって分包可能か否か
を判別する判別動作を実施可能であり、
　前記薬剤秤量装置は、薬剤を選択するための選択画面を表示可能な表示装置を有し、前
記選択画面に表示された薬剤を選択し、選択された薬剤の秤量を実施可能であって、
　前記判別動作の結果、対象となる処方で提供される散薬に、前記分包動作で分包可能な
薬剤と、前記分包動作で分包できない薬剤とが混在している場合、前記選択画面では、前
記分包動作で分包可能な薬剤を示す情報を選択不可能な状態で表示し、前記分包動作で分
包できない薬剤を示す情報を選択可能な状態で表示することを特徴とする散薬調剤業務支
援システム。
【請求項４】
　処方に関するデータであって患者に提供されるべき薬剤の情報を含む処方データに基づ
いて複数台の調剤機器を制御する調剤機器用制御装置を有し、前記調剤機器には少なくと
も自動散薬分包装置と、対象薬剤を秤量するための薬剤秤量装置が含まれ、
　前記自動散薬分包装置は、前記処方データに基づき、散薬を計量する動作と、散薬を所
定の数に分割し、分割した散薬を個別に分包する分包動作が実行可能であって、
　前記調剤機器用制御装置が前記処方データに基づいて、患者に提供されるべき散薬の全
てを前記分包動作によって分包可能か否かを判別する判別動作を実施可能であり、
　前記判別動作の結果、患者に提供されるべき散薬の一部が前記分包動作によって分包す
ることができない場合、
　前記分包動作によって分包可能な薬剤に関するデータを前記自動散薬分包装置に送信し
、且つ、前記分包動作によって分包不可能な薬剤に関するデータを前記薬剤秤量装置に送
信する処方データ分割送信動作を実施することを特徴とする散薬調剤業務支援システム。
【請求項５】
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　前記処方データ分割送信動作を実施された後、前記薬剤秤量装置から秤量結果に関する
データが前記調剤機器用制御装置に送信され、前記自動散薬分包装置から分包で使用する
薬剤に関するデータが前記調剤機器用制御装置に送信されたことを条件として、前記分包
動作によって分包可能な薬剤に関するデータと、前記分包動作によって分包不可能な薬剤
に関するデータとを統合するデータ統合動作が実施されることを特徴とする請求項２又は
４に記載の散薬調剤業務支援システム。
【請求項６】
　前記自動散薬分包装置によって前記判別動作を実施可能であり、
　前記判別動作の結果、患者に提供されるべき薬剤の全てを前記分包動作によって分包す
ることができない場合、前記自動散薬分包装置がこの処方に関するデータを前記調剤機器
用制御装置に送信することを特徴とする請求項１乃至５のいずれかに記載の散薬調剤業務
支援システム。
【請求項７】
　複数の薬剤容器を備え、
　前記薬剤容器は、自動式薬剤容器と手動式薬剤容器を含むものであり、
　前記自動散薬分包装置は、前記自動式薬剤容器を使用する前記分包動作と、予め秤量し
た散薬を導入した前記手動式薬剤容器を使用する手動分包動作が可能であって、
　前記判別動作は、下記の（１）乃至（３）の基準に基づいて実施され、以下のいずれか
が否であるならば患者に提供されるべき薬剤の全てを前記分包動作によって分包すること
ができない場合に該当させることを特徴とする請求項１乃至６のいずれかに記載の散薬調
剤業務支援システム。
　（１）処方データに基づいて特定された患者に提供されるべき薬剤の全てが前記自動式
薬剤容器に収容されている。
　（２）処方データに基づいて特定された患者に提供されるべき薬剤が１種類又は複数種
類であり、個々の薬剤の総量がいずれも所定量以上である。
　（３）処方データに基づいて特定された患者に提供されるべき薬剤が複数種類であり、
複数の薬剤を混合して分包する必要がある場合、混合する薬剤の数が所定数以下である。
　　
【請求項８】
　複数の薬剤容器を備え、
　前記自動散薬分包装置は、前記薬剤容器のいくつかを保管する容器保管部と、薬剤包装
装置が内部に設けられており、
　前記処方データに基づき、所定の散薬が収容された前記薬剤容器を前記容器保管部から
容器載置部に移動させ、移動させた前記薬剤容器から排出する散薬を計量する動作を実施
し、排出された散薬を前記薬剤包装装置によって服用時期毎に個別に分包する完全自動分
包動作を実行可能であって、
　判別動作は、前記処方データに基づいて、患者に提供されるべき薬剤の全てを完全自動
分包動作によって分包可能か否かを判別するものであることを特徴とする請求項１乃至７
のいずれかに記載の散薬調剤業務支援システム。
【請求項９】
　複数の薬剤容器を備え、
　前記自動散薬分包装置は、前記薬剤容器のいくつかを保管する容器保管部と、薬剤包装
装置が内部に設けられており、
　前記処方データに基づき、所定の散薬が収容された前記薬剤容器を前記容器保管部から
容器載置部に移動させ、移動させた前記薬剤容器から排出する散薬を計量する動作を実施
し、排出された散薬を前記薬剤包装装置によって服用時期毎に個別に分包する完全自動分
包動作を実行可能であって、
　前記処方データに基づいて、患者に提供されるべき薬剤の全てを　前記自動散薬分包装
置によって分包可能か否かを判別する判別動作と、
　前記処方データに基づいて、患者に提供されるべき薬剤の全てを完全自動分包動作によ
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って分包可能か否かを判別する判別動作を実施可能であることを特徴とする請求項１乃至
７のいずれかに記載の散薬調剤業務支援システム。
【請求項１０】
　判別動作の結果、患者に提供されるべき薬剤の全てを完全自動分包動作によって分包す
ることができない場合、この処方に関するデータを前記調剤機器用制御装置に送信するデ
ータ返信動作を実施することを特徴とする請求項８又は９に記載の散薬調剤業務支援シス
テム。
【請求項１１】
　薬剤に関する情報を表示する表示装置があり、
　患者に提供されるべき薬剤の中に、前記分包動作で分包可能な薬剤と、前記分包動作で
分包できない薬剤とが混在している場合、前記表示装置に両者を区別する表示がなされる
ことを特徴とする請求項１乃至１０のいずれかに記載の散薬調剤業務支援システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、病院、医院、調剤薬局等の医療施設において、処方データに基づいて患者に
散薬を提供するための散薬調剤業務支援システムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、医療施設で患者に薬剤を提供する際には、医師が診察を行って処方箋を発行し、
その処方箋を調剤薬局が受け取って調剤を行うという調剤業務が行われている。
　近年、このような調剤業務を支援するための調剤機器が医療現場に導入されており、調
剤業務における各種工程に使用されている。このような調剤機器としては、例えば、薬剤
を秤量して監査を行うための薬剤秤量装置や、薬剤を包装するための薬剤包装装置等があ
る。
【０００３】
　しかしながら、複数の調剤機器にいちいち処方に関するデータを入力したり、処方に合
わせて設定を行ったりすることは大変手間であり、業務が煩雑化してしまうという問題が
ある。そこで、複数の調剤機器を制御するための制御装置をさらに設け、各調剤機器を一
元管理する調剤業務支援システムを構築し、この調剤業務支援システムを使用して調剤業
務を行う場合がある。
【０００４】
　例えば、特許文献１には、そのような調剤業務支援システムで使用可能な調剤機器用制
御装置が開示されている。
　特許文献１に開示されている調剤機器用制御装置では、複数機種又は複数台の調剤機器
を同一方法で簡単に設定することが可能であり、エラーの発生状況等を一元管理して的確
に把握可能な構成となっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特許第４５８０４５６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところで、従来の調剤業務では、使用者が薬剤秤量装置で秤量を行った後、秤量を行っ
た薬剤を手動で薬剤容器に収容し、この薬剤容器を薬剤分包機まで持ち運び、薬剤分包機
で薬剤を包装するといった作業が行われていた。
　すなわち、各調剤機器間での処方データ受け渡しや各調剤機器の処方に合わせた設定等
は自動で実施可能であるものの、人が手動で実行しなければならない作業が依然として多
く、調剤業務のさらなる効率化が望まれていた。
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【０００７】
　そこで本発明は、調剤業務のさらなる自動化を図ることにより、調剤業務の効率化を実
現することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を解決するための発明は、処方に関するデータであって患者に提供されるべき
薬剤の情報を含む処方データに基づいて複数台の調剤機器を制御する調剤機器用制御装置
と、少なくとも自動散薬分包装置を備え、前記自動散薬分包装置は、種類毎に散薬を収容
するための複数の薬剤容器と、前記薬剤容器から排出された散薬を配分する分配ユニット
と、薬剤包装装置とが内部に設けられており、さらに前記自動散薬分包装置は、前記処方
データに基づき、移動させた前記薬剤容器から前記分配ユニットに散薬を排出する動作と
、排出する散薬を計量する動作とを実施し、前記分配ユニットに排出された散薬を所定の
数に分割し、前記薬剤包装装置によって分割した散薬を個別に分包する分包動作が実行可
能であって、前記調剤機器用制御装置と前記自動散薬分包装置の少なくともいずれかが前
記処方データに基づいて、患者に提供されるべき薬剤の全てを前記分包動作によって分包
可能か否かを判別する判別動作を実施可能であることを特徴とする散薬調剤業務支援シス
テムである。
【０００９】
　また、もう一つの発明は、処方に関するデータであって患者に提供されるべき薬剤の情
報を含む処方データに基づいて複数台の調剤機器を制御する調剤機器用制御装置と、少な
くとも自動散薬分包装置を備え、前記自動散薬分包装置は、散薬を収容するための薬剤容
器と、前記薬剤容器から排出された散薬を包装する薬剤包装装置とが少なくとも内部に設
けられており、さらに前記自動散薬分包装置は、前記処方データに基づき、所定の散薬が
収容された前記薬剤容器から排出する散薬を計量する動作を実施し、計量した散薬を個別
に分包する分包動作が実行可能であって、前記調剤機器用制御装置と前記自動散薬分包装
置の少なくともいずれかが前記処方データに基づいて、患者に提供されるべき薬剤の全て
を前記分包動作によって分包可能か否かを判別する判別動作を実施可能であることを特徴
とする散薬調剤業務支援システムである。
【００１０】
　本発明の散薬調剤業務支援システムは、所定の散薬が収容された薬剤容器から散薬を排
出する動作と、排出する散薬を計量する動作とを実施し、排出された散薬を所定の数に分
割し、分割した散薬を個別に分包する分包動作が実行可能である自動散薬分包装置を備え
ている。そして、処方データに基づいて、患者に提供されるべき薬剤の全てを前記分包動
作によって分包可能か否かを判別する判別動作を実施する。このことにより、分包まで全
て自動で実施できる処方（又は殆ど自動で実施できる処方）と、手動で実施する作業を介
在させる処方とが仕分けできるので、それぞれに処方に応じた効率のよい調剤業務が実施
可能となる。
【００１１】
　前記調剤機器用制御装置は、前記自動散薬分包装置に送信するデータ送信動作と、前記
自動散薬分包装置による前記判別動作を実施可能であり、前記判別動作の結果、患者に提
供されるべき薬剤の全てが前記分包動作によって分包することができない場合、前記自動
散薬分包装置がこの処方に関するデータを前記調剤機器用制御装置に送信するデータ返信
動作を実施することが望ましい。
【００１２】
　かかる構成によると、対象となる処方で提供される薬剤に自動散薬分包装置で分包でき
ない薬剤が含まれていた場合に、この処方に関するデータを調剤機器用制御装置に送信す
るデータ返信動作を実施している。このことにより、自動散薬分包装置だけでなく調剤機
器用制御装置もまた、自動散薬分包装置だけでは対応できない処方を識別可能となる。言
い換えると、複数の機器で判別結果に係る情報を共有できる。
　したがって、例えば、手動で実施する作業を介在させる処方は、自動散薬分包装置とは
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異なる通常の分包装置で優先的に処理するように設定するといった動作が可能となり、調
剤機器全体を効率よく動作させることが可能となる。
【００１３】
　前記自動散薬分包装置は、前記薬剤容器のいくつかを保管する容器保管部が内部に設け
られており、前記処方データに基づき、所定の散薬が収容された前記薬剤容器を前記容器
保管部から容器載置部に移動させ、移動させた前記薬剤容器から排出する散薬を計量する
動作を実施し、排出された散薬を前記薬剤包装装置によって服用時期毎に個別に分包する
完全自動分包動作が実行可能であって、前記処方データに基づいて、患者に提供されるべ
き薬剤の全てを完全自動分包動作によって分包可能か否かを判別する判別動作を実施可能
であり、前記判別動作の結果、患者に提供されるべき薬剤の全てを完全自動分包動作によ
って分包することができない場合、この処方に関するデータを前記調剤機器用制御装置に
送信するデータ返信動作を実施することが望ましい。
【００１４】
　本発明の散薬調剤業務支援システムでは、自動散薬分包装置が散薬の計量（秤量）、分
割、個別分包の一連の工程を自動で実施する完全自動分包動作が可能となっている。
　そして、調剤機器用制御装置に処方データが入力されると、処方データが自動散薬分包
装置に送信され、処方毎にその処方で提供される薬剤が全て完全自動分包動作で可能か否
かが判別することができる。
　すなわち、分包まで全て自動で実施できる処方と、手動で実施する作業を介在させる処
方とが仕分けされ、分包まで自動で実施できる処方については、自動で対応することによ
り、調剤業務全体における手動での作業量を少なくすることができる。また、手動で実施
する作業を介在させる処方は、完全自動分包動作が実行できない通常の分包装置で優先的
に処理するように設定する動作が可能となり、調剤機器全体を効率よく動作させることが
可能となる。
【００１５】
　前記薬剤容器は、自動式薬剤容器と手動式薬剤容器を含むものであり、前記自動散薬分
包装置は、前記自動式薬剤容器を使用する前記分包動作と、予め秤量した散薬を導入した
前記手動式薬剤容器を使用する手動分包動作が可能であって、前記判別動作は、下記の（
１）乃至（３）の基準に基づいて実施され、以下のいずれかが否であるならば患者に提供
されるべき薬剤の全てを前記分包動作によって分包することができない場合に該当させる
ことを特徴とする散薬調剤業務支援システムであることが望ましい。
　（１）処方データに基づいて特定された患者に提供されるべき薬剤の全てが前記自動式
薬剤容器に収容されている。
　（２）処方データに基づいて特定された患者に提供されるべき薬剤が１種類又は複数種
類であり、個々の薬剤の総量がいずれも所定量以上である。
　（３）処方データに基づいて特定された患者に提供されるべき薬剤が複数種類であり、
複数の薬剤を混合して分包する必要がある場合、混合する薬剤の数が所定数以下である。
【００１６】
　かかる構成によると、精度の高い判別動作を実行可能であり、自動散薬分包装置だけで
分包動作が実行可能である処方を確実に選別することができ、より業務の効率化を支援す
ることができる。
【００１７】
　ところで、処方で提供される薬剤に完全自動分包動作で分包できない薬剤が存在する場
合には、全ての薬剤が自動散薬分包装置で分包できない場合と、一部の薬剤が自動散薬分
包装置で分包できない場合とが考えられる。後者の場合、一部の薬剤に関しては、自動散
薬分包装置による分包動作と同様に、散薬の計量（秤量）や薬剤容器の運搬等の動作を自
動で実施すれば、手動で行う作業を少なくできるという利点がある。
【００１８】
　そこで、薬剤に関する情報を表示する表示装置があり、患者に提供されるべき薬剤の中
に、前記分包動作で分包可能な薬剤と、前記分包動作で分包できない薬剤とが混在してい
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る場合、前記表示装置に両者を区別する表示がなされることが望ましい。
【００１９】
　かかる構成によると、自動散薬分包装置を使用して分包可能な薬剤と、自動散薬分包装
置で分包できない薬剤とを使用者が容易に識別できる。このことから、例えば、自動散薬
分包装置を使用して分包可能な薬剤は、自動散薬分包装置を使用するように促すといった
動作が可能となり、手動で実施する作業を極力減らすように促すことが可能となる。
【００２０】
　また、前記調剤機器には、対象薬剤を秤量するための薬剤秤量装置が含まれ、前記薬剤
秤量装置は、薬剤を選択するための選択画面を表示可能な表示装置を有し、前記選択画面
に表示された薬剤を選択し、選択された薬剤の秤量が実施可能であって、前記判別動作の
結果、対象となる処方で提供される薬剤に、前記分包動作で分包可能な薬剤と、前記分包
動作で分包できない薬剤とが混在している場合、前記選択画面では、前記分包動作で分包
可能な薬剤を示す情報を選択不可能な状態で表示し、前記分包動作で分包できない薬剤を
示す情報を選択可能な状態で表示することが望ましい。
【００２１】
　本発明は、選択画面に表示された薬剤を選択し、選択された薬剤を秤量するための薬剤
秤量装置を備えている。そして、この薬剤秤量装置において、自動散薬分包装置で分包可
能な薬剤を示す情報を選択不可能な状態で表示する。
　このことから、散薬の計量（秤量）や薬剤容器の運搬等の動作を自動で実施可能な薬剤
を使用者が誤って秤量してしまうことがなく、自動散薬分包装置によって自動で実施可能
な作業は、確実に自動で実施できる。したがって、所定の処方に完全自動分包動作で分包
できない薬剤が含まれていた場合であっても、手動で実施する作業を極力減らすことがで
きる。
【００２２】
　前記調剤機器には、対象薬剤を秤量するための薬剤秤量装置が含まれ、前記調剤機器用
制御装置による前記判別動作を実施可能であり、前記判別動作の結果、患者に提供される
べき薬剤の一部が前記分包動作によって分包することができない場合、前記分包動作によ
って分包可能な薬剤に関するデータを前記自動散薬分包装置に送信し、且つ、前記分包動
作によって分包不可能な薬剤に関するデータを前記薬剤秤量装置に送信する処方データ分
割送信動作を実施することが望ましい。
ムである。
【００２３】
　かかる構成によると、処方に関するデータを分割して送信する処方データ分割送信動作
を実施するので、１つの機器に対して送信するデータ量を少なくすることが可能となり、
データ送信速度の向上を図ることができる。
【００２４】
　前記処方データ分割送信動作を実施された後、前記薬剤秤量装置から秤量結果に関する
データが前記調剤機器用制御装置に送信され、前記自動散薬分包装置から分包で使用する
薬剤に関するデータが前記調剤機器用制御装置に送信されたことを条件として、前記分包
動作によって分包可能な薬剤に関するデータと、前記分包動作によって分包不可能な薬剤
に関するデータとを統合するデータ統合動作が実施されることが望ましい。
【００２５】
　かかる構成によると、自動散薬分包装置で分包可能な薬剤に関するデータと、分包不可
能な薬剤に関するデータとを分割して送信する処方データ分割送信動作を実施し、それぞ
れの調剤機器で所定の処理が終了した後、再度これらのデータを統合するデータ統合動作
が実施される。このことから、各調剤機器での処理が実施された後、一つの処方に関する
情報を一元管理することが可能となる。すなわち、各調剤機器が処理を実施した後に、各
調剤機器間で一つの処方に関する情報を共有させたりする場合、好適に実行可能となる。
　請求項１に記載の発明は、処方に関するデータであって患者に提供されるべき薬剤の情
報を含む処方データに基づいて複数台の調剤機器を制御する調剤機器用制御装置と、少な
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くとも自動散薬分包装置と、複数の薬剤容器を備え、前記自動散薬分包装置は、前記薬剤
容器から排出された散薬を包装する薬剤包装装置が少なくとも内部に設けられており、さ
らに前記自動散薬分包装置は、前記処方データに基づき、所定の散薬が収容された薬剤容
器から排出する散薬を計量する動作と、散薬を個別に分包する分包動作を実行可能であっ
て、前記調剤機器用制御装置と前記自動散薬分包装置の少なくともいずれかが前記処方デ
ータに基づいて、患者に提供されるべき散薬の全てを前記分包動作によって分包可能か否
かを判別する判別動作を実施可能であり、前記調剤機器には、対象薬剤を秤量するための
薬剤秤量装置が含まれ、前記薬剤秤量装置は、薬剤を選択するための選択画面を表示可能
な表示装置を有し、前記選択画面に表示された薬剤を選択し、選択された薬剤の秤量を実
施可能であって、前記判別動作の結果、対象となる処方で提供される散薬に、前記分包動
作で分包可能な薬剤と、前記分包動作で分包できない薬剤とが混在している場合、前記選
択画面では、前記分包動作で分包可能な薬剤を示す情報を選択不可能な状態で表示し、前
記分包動作で分包できない薬剤を示す情報を選択可能な状態で表示することを特徴とする
散薬調剤業務支援システムである。
　請求項２に記載の発明は、処方に関するデータであって患者に提供されるべき薬剤の情
報を含む処方データに基づいて複数台の調剤機器を制御する調剤機器用制御装置と、少な
くとも自動散薬分包装置と、複数の薬剤容器を備え、前記自動散薬分包装置は、前記薬剤
容器から排出された散薬を包装する薬剤包装装置が少なくとも内部に設けられており、さ
らに前記自動散薬分包装置は、前記処方データに基づき、所定の散薬が収容された薬剤容
器から排出する散薬を計量する動作と、散薬を個別に分包する分包動作を実行可能であっ
て、前記調剤機器用制御装置と前記自動散薬分包装置の少なくともいずれかが前記処方デ
ータに基づいて、患者に提供されるべき散薬の全てを前記分包動作によって分包可能か否
かを判別する判別動作を実施可能であり、前記調剤機器には、対象薬剤を秤量するための
薬剤秤量装置が含まれ、前記調剤機器用制御装置による前記判別動作を実施可能であり、
前記判別動作の結果、患者に提供されるべき散薬の一部が前記分包動作によって分包する
ことができない場合、前記分包動作によって分包可能な薬剤に関するデータを前記自動散
薬分包装置に送信し、且つ、前記分包動作によって分包不可能な薬剤に関するデータを前
記薬剤秤量装置に送信する処方データ分割送信動作を実施することを特徴とする散薬調剤
業務支援システムである。
　請求項３に記載の発明は、処方に関するデータであって患者に提供されるべき薬剤の情
報を含む処方データに基づいて複数台の調剤機器を制御する調剤機器用制御装置を有し、
前記調剤機器には少なくとも自動散薬分包装置と、対象薬剤を秤量するための薬剤秤量装
置が含まれ、前記自動散薬分包装置は、前記処方データに基づき、散薬を計量する動作と
、散薬を所定の数に分割し、分割した散薬を個別に分包する分包動作が実行可能であって
、前記調剤機器用制御装置と前記自動散薬分包装置の少なくともいずれかが前記処方デー
タに基づいて、患者に提供されるべき散薬の全てを前記分包動作によって分包可能か否か
を判別する判別動作を実施可能であり、前記薬剤秤量装置は、薬剤を選択するための選択
画面を表示可能な表示装置を有し、前記選択画面に表示された薬剤を選択し、選択された
薬剤の秤量を実施可能であって、前記判別動作の結果、対象となる処方で提供される散薬
に、前記分包動作で分包可能な薬剤と、前記分包動作で分包できない薬剤とが混在してい
る場合、前記選択画面では、前記分包動作で分包可能な薬剤を示す情報を選択不可能な状
態で表示し、前記分包動作で分包できない薬剤を示す情報を選択可能な状態で表示するこ
とを特徴とする散薬調剤業務支援システムである。
　請求項４に記載の発明は、処方に関するデータであって患者に提供されるべき薬剤の情
報を含む処方データに基づいて複数台の調剤機器を制御する調剤機器用制御装置を有し、
前記調剤機器には少なくとも自動散薬分包装置と、対象薬剤を秤量するための薬剤秤量装
置が含まれ、前記自動散薬分包装置は、前記処方データに基づき、散薬を計量する動作と
、散薬を所定の数に分割し、分割した散薬を個別に分包する分包動作が実行可能であって
、前記調剤機器用制御装置が前記処方データに基づいて、患者に提供されるべき散薬の全
てを前記分包動作によって分包可能か否かを判別する判別動作を実施可能であり、前記判
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別動作の結果、患者に提供されるべき散薬の一部が前記分包動作によって分包することが
できない場合、前記分包動作によって分包可能な薬剤に関するデータを前記自動散薬分包
装置に送信し、且つ、前記分包動作によって分包不可能な薬剤に関するデータを前記薬剤
秤量装置に送信する処方データ分割送信動作を実施することを特徴とする散薬調剤業務支
援システムである。
　請求項５に記載の発明は、前記処方データ分割送信動作を実施された後、前記薬剤秤量
装置から秤量結果に関するデータが前記調剤機器用制御装置に送信され、前記自動散薬分
包装置から分包で使用する薬剤に関するデータが前記調剤機器用制御装置に送信されたこ
とを条件として、前記分包動作によって分包可能な薬剤に関するデータと、前記分包動作
によって分包不可能な薬剤に関するデータとを統合するデータ統合動作が実施されること
を特徴とする請求項２又は４に記載の散薬調剤業務支援システムである。
　請求項６に記載の発明は、前記自動散薬分包装置によって前記判別動作を実施可能であ
り、前記判別動作の結果、患者に提供されるべき薬剤の全てを前記分包動作によって分包
することができない場合、前記自動散薬分包装置がこの処方に関するデータを前記調剤機
器用制御装置に送信することを特徴とする請求項１乃至５のいずれかに記載の散薬調剤業
務支援システムである。
　請求項７に記載の発明は、複数の薬剤容器を備え、前記薬剤容器は、自動式薬剤容器と
手動式薬剤容器を含むものであり、前記自動散薬分包装置は、前記自動式薬剤容器を使用
する前記分包動作と、予め秤量した散薬を導入した前記手動式薬剤容器を使用する手動分
包動作が可能であって、前記判別動作は、下記の（１）乃至（３）の基準に基づいて実施
され、以下のいずれかが否であるならば患者に提供されるべき薬剤の全てを前記分包動作
によって分包することができない場合に該当させることを特徴とする請求項１乃至６のい
ずれかに記載の散薬調剤業務支援システムである。
　（１）処方データに基づいて特定された患者に提供されるべき薬剤の全てが前記自動式
薬剤容器に収容されている。
　（２）処方データに基づいて特定された患者に提供されるべき薬剤が１種類又は複数種
類であり、個々の薬剤の総量がいずれも所定量以上である。
　（３）処方データに基づいて特定された患者に提供されるべき薬剤が複数種類であり、
複数の薬剤を混合して分包する必要がある場合、混合する薬剤の数が所定数以下である。
　請求項８に記載の発明は、複数の薬剤容器を備え、前記自動散薬分包装置は、前記薬剤
容器のいくつかを保管する容器保管部と、薬剤包装装置が内部に設けられており、前記処
方データに基づき、所定の散薬が収容された前記薬剤容器を前記容器保管部から容器載置
部に移動させ、移動させた前記薬剤容器から排出する散薬を計量する動作を実施し、排出
された散薬を前記薬剤包装装置によって服用時期毎に個別に分包する完全自動分包動作を
実行可能であって、判別動作は、前記処方データに基づいて、患者に提供されるべき薬剤
の全てを完全自動分包動作によって分包可能か否かを判別するものであることを特徴とす
る請求項１乃至７のいずれかに記載の散薬調剤業務支援システムである。
　請求項９に記載の発明は、複数の薬剤容器を備え、前記自動散薬分包装置は、前記薬剤
容器のいくつかを保管する容器保管部と、薬剤包装装置が内部に設けられており、前記処
方データに基づき、所定の散薬が収容された前記薬剤容器を前記容器保管部から容器載置
部に移動させ、移動させた前記薬剤容器から排出する散薬を計量する動作を実施し、排出
された散薬を前記薬剤包装装置によって服用時期毎に個別に分包する完全自動分包動作を
実行可能であって、前記処方データに基づいて、患者に提供されるべき薬剤の全てを　前
記自動散薬分包装置によって分包可能か否かを判別する判別動作と、前記処方データに基
づいて、患者に提供されるべき薬剤の全てを完全自動分包動作によって分包可能か否かを
判別する判別動作を実施可能であることを特徴とする請求項１乃至７のいずれかに記載の
散薬調剤業務支援システムである。
　請求項１０に記載の発明は、判別動作の結果、患者に提供されるべき薬剤の全てを完全
自動分包動作によって分包することができない場合、この処方に関するデータを前記調剤
機器用制御装置に送信するデータ返信動作を実施することを特徴とする請求項８又は９に
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記載の散薬調剤業務支援システムである。
　請求項１１に記載の発明は、薬剤に関する情報を表示する表示装置があり、患者に提供
されるべき薬剤の中に、前記分包動作で分包可能な薬剤と、前記分包動作で分包できない
薬剤とが混在している場合、前記表示装置に両者を区別する表示がなされることを特徴と
する請求項１乃至１０のいずれかに記載の散薬調剤業務支援システムである。
【発明の効果】
【００２６】
　本発明によると、調剤業務の効率化を図ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】本発明の実施形態にかかる散薬調剤業務支援システムを示すブロック図である。
【図２】図１の制御装置の構成を示すブロック図である。
【図３】図１の薬剤秤量装置の構成を示すブロック図である。
【図４】図１の薬剤秤量装置の装置本体を示す斜視図である。
【図５】図１の完全自動散薬分包機を示す斜視図である。
【図６】図５の筐体を透過して示す斜視図である。
【図７】図６の薬剤分割領域を拡大して示す斜視図である。
【図８】図６の自動式薬剤容器を示す斜視図であり、容器保持台に載置された様子を示す
。
【図９】図５の手動式薬剤容器を示す斜視図である。
【図１０】図１の散薬調剤業務支援システムで実施可能な散薬分包動作の手順を示すフロ
ーチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
　以下、添付した図面を参照しつつ本発明の実施形態について詳細に説明する。なお、以
下の実施形態は、本発明を具体化した例であり、本発明がこれらの例に限定されるもので
はない。なお、以下の説明において「散薬」とは、錠剤等の固形の薬剤をすり潰したり等
することにより粉末状にした薬剤を含むものとする。
【００２９】
　本実施形態の散薬調剤業務支援システム１は、図１で示されるように、制御装置２（調
剤機器用制御装置）と、薬剤秤量装置３と、薬剤分包機４と、完全自動散薬分包機５（自
動散薬分包装置）とを備えており、制御装置２と他の調剤機器（薬剤秤量装置３、薬剤分
包機４、完全自動散薬分包機５）とが構内通信網（ＬＡＮ）等の通信網を介して互いにデ
ータ（信号）を送受信可能な状態に接続されている。
　また、制御装置２は、医師が使用する外部ＰＣ６とも互いにデータを送受信可能な状態
で接続されている。そして、医師が外部ＰＣ６に処方に関する情報を入力することで、散
薬調剤業務支援システム１を構成する各機器で使用される処方データが作成されることと
なる。
【００３０】
　制御装置２は、図２で示されるように、ＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭ（ＥＥＰＲＯＭ）、Ｈ
ＤＤ（Ｈａｒｄ　Ｄｉｓｋ　Ｄｒｉｖｅ）、通信部を備えた装置本体８と、表示装置９と
、入力装置１０とを備えている。
【００３１】
　ＣＰＵは、各種の演算処理を実行するプロセッサーである。ＲＯＭは、ＢＩＯＳ等のプ
ログラムが予め記憶された不揮発性メモリであり、ＲＡＭは、各種プログラムの展開及び
データの一時記憶に用いられる揮発性メモリ又は不揮発性メモリとなっている。
【００３２】
　ＨＤＤは、各種プログラムやデータを記憶するデータ記憶部として機能する記憶装置で
あり、各調剤機器の設定に関するデータ、登録された薬剤に関するデータ、各調剤機器の
エラーに関するデータ等が記憶されている。
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【００３３】
　通信部は、公知のＩ／Ｏポートであり、外部の各調剤機器と入出力信号を送受信可能な
部分である。
【００３４】
　表示装置９は、使用者が入力した内容や各調剤機器の使用状況等を表示するための装置
であり、ＣＲＴ、液晶、プラズマ、有機ＥＬといった公知のディスプレイ装置を好適に採
用できる。
　入力装置１０は、使用者が制御装置２に対してデータの入力等を行う際に使用する装置
であり、公知のマウス、キーボード等が好適に採用できる。
【００３５】
　薬剤秤量装置３は、図３で示されるように、制御部１５、秤量部１６、操作表示部１７
（表示装置）、記憶部１８、音声出力部１９、ＵＳＢポート２０を備えた装置本体２５と
、この装置本体２５に接続された印刷装置２６及び情報読込装置２７を備えた構成となっ
ている。
【００３６】
　制御部１５は、ＣＰＵ、メモリ（ＲＯＭ、ＲＡＭ）、通信部を備えている。通信部は、
公知のＩ／Ｏポートであり、制御装置２と入出力信号を送受信可能な部分である。
【００３７】
　秤量部１６は、天秤台３０、平衡回路３１、フォールコイル３２、電流／電圧変換回路
３３、Ａ／Ｄ変換回路３４を備えた天秤ユニットを有する構成となっている。この秤量部
１６は、天秤台３０に載置された薬剤の重量をデジタル信号に変換し、制御部１５に送信
することが可能となっている。
【００３８】
　なお、天秤台３０は、図４で示されるように、風防ケース３８によって３方を囲まれた
位置に配されている。このことにより、秤量動作を実行するとき、天秤台３０に載置され
た薬剤が空気の流れの影響を受けない状態とすることができる。
【００３９】
　操作表示部１７は、公知のタッチパネルであり、天秤台３０の前方に設けられている。
すなわち、この操作表示部１７は、表示装置と入力装置の双方として機能するものであり
、使用者による秤量条件の入力操作等の各種入力動作の実施に使用する部分である。
【００４０】
　記憶部１８は、変更が行われない秤量関連のデータと、薬剤秤量装置３を動作させるプ
ログラムとが記憶される部分である（図４では図示しない、図３参照）。本実施形態では
、記憶部１８として、ＣＦ（Ｃｏｍｐａｃｔ　Ｆｌａｓｈ）カードが採用されている。
【００４１】
　音声出力部１９は、公知のスピーカであり、装置本体２５の前方側（図４では図示しな
い）に取り付けられている。この音声出力部１９は、必要に応じて警報音等を発するため
の部分となっている。
【００４２】
　ＵＳＢポート２０は、装置本体２５の後方側（図４では図示しない）に取り付けられて
いる。より詳細には、装置本体２５の後側に着脱自在なカバー３９（図４参照）が取り付
けられており、このカバー３９で覆われた部分にＵＳＢポート２０が設けられている。
　このＵＳＢポート２０は、記憶媒体として機能するＵＳＢメモリを着脱可能な構造とな
っている。そして、ＵＳＢポート２０にＵＳＢメモリを装着することで、ＵＳＢメモリに
記憶された情報を取り込むことが可能となる。
【００４３】
　すなわち、この薬剤秤量装置３では、調剤業務で取り扱う薬剤に関するデータをＵＳＢ
メモリから読み込むことが可能となっている。
　より詳細に説明すると、本実施形態の薬剤秤量装置３は、制御装置２から発信されたデ
ータを受信することで、処方データを含む薬剤に関するデータの自動取り込み動作を実施
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可能となっている。しかしながら、通信網で何らかの異常が発生した場合のように、手動
でデータの取り込みを実施したい場合がある。このため、本実施形態の薬剤秤量装置３で
は、操作表示部１７を操作して薬剤に関するデータを入力可能とし、且つ、ＵＳＢメモリ
からもデータの読み込みを可能な構成としている。このことにより、状況に応じたデータ
の読み込み動作が実行可能となっている。
【００４４】
　印刷装置２６は、公知のプリンタと同様の装置であり、監査結果等の印刷が可能となっ
ている。
【００４５】
　情報読込装置２７は、ＲＦＩＤリーダライタやバーコードリーダであり、いずれも読み
取った情報を信号化し、装置本体２５に発信可能な装置となっている。本実施形態では、
ＲＦＩＤリーダライタ、バーコードリーダの双方を設ける構成としている。
【００４６】
　ＲＦＩＤリーダライタは、ＲＦＩＤの無線通信技術を利用してＲＦＩＤタグ又はＲＦＩ
Ｄラベルからの情報の読み込みと、ＲＦＩＤタグ又はＲＦＩＤラベルへの情報の書き込み
が可能な機器である。すなわち、ＲＦＩＤリーダライタは、情報書込装置としても機能す
る機器となっている。このことにより、薬剤容器、薬瓶、処方箋等に設けられたＲＦＩＤ
タグ等に対し、情報の読み取りと書き込みが可能となる。
　バーコードリーダは、薬剤容器、薬瓶、処方箋等のラベルに付されたバーコードから情
報の読み取りが可能な機器である。
【００４７】
　薬剤分包機４は、公知のそれと同様のものであり、薬剤を一服用分ずつ分包することが
可能な装置である。
　より具体的には、薬剤師が秤量した所定量の薬剤を専用の容器に導入し、その容器を薬
剤分包機４の所定位置に固定して所定の操作を実行することにより、薬剤を一服用分ずつ
分包された状態で出力する手動分包動作を実施可能となっている。
【００４８】
　完全自動散薬分包機５は、上記した手動分包動作に加え、内蔵された容器を使用して散
薬の秤量と分包とを実施する完全自動分包動作と、外部の管理棚に収納された容器を使用
して散薬の秤量と分包とを実施する準自動分包動作等動作が可能な構成となっている（完
全自動散薬分包機５が実行可能な動作については、詳しくは後述する）。
【００４９】
　完全自動散薬分包機５は、図５で示されるように、自動式薬剤容器４６（図５では図示
しない、図６等参照）を内蔵する装置本体４５と手動式薬剤容器４７を備えた構造となっ
ている。
　この完全自動散薬分包機５は、制御装置２から信号を受信することで、自動式薬剤容器
４６（詳しくは後述する）に収容された散薬を自動的に取り出して計量し、所定数に分割
して分包する動作が可能となっている。また、使用者が装置本体４５に一体に取り付けら
れた操作表示部４８を操作することでも、薬剤容器（自動式薬剤容器４６又は手動式薬剤
容器４７）に収納された散薬を自動的に取り出して計量し、所定数に分割して分包する動
作が可能となっている。
【００５０】
　装置本体４５は、筐体５０に各種機器が内蔵されて形成されており、具体的には、図６
で示されるように、筐体５０の内部に薬剤容器配置領域５２、薬剤分割領域５３、薬剤包
装領域５４がそれぞれ設けられている。この筐体５０の内部には、除湿装置（図示しない
）と温度調節器（図示しない）が設けられており、内部の温度と湿度を一定範囲に維持す
ることが可能となっている。
【００５１】
　筐体５０のうちで薬剤容器配置領域５２の外側壁面を形成する部分には、図５で示され
るように、扉部５６が設けられている。
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　扉部５６は、自動式薬剤容器４６を筐体５０に出し入れするための部分であり、その内
側に自動式薬剤容器４６を仮置きするための容器仮置部（図示しない）が設けられている
。この扉部５６及び容器仮置部は、筐体５０の内部に薬剤容器を導入する際の導入部とし
て機能すると共に、筐体５０の内部から薬剤容器を取り出す際の取出部としても機能する
。
【００５２】
　なお、この容器仮置部（図示しない）は、自動式薬剤容器４６を機械的な係合によって
保持可能な部分であり、自動式薬剤容器４６を載置することで、自動式薬剤容器４６と容
器仮置部が係合状態となる。反対に、自動式薬剤容器４６と容器仮置部が係合状態である
とき、自動式薬剤容器４６を持ち上げることにより、これらが係合解除状態となる。すな
わち、自動式薬剤容器４６を容器仮置部から離脱させることが可能となる。
　また、この容器仮置部には、自動式薬剤容器４６から情報を読み取るための情報読取手
段と、自動式薬剤容器４６の重量を測定するための重量測定手段とが設けられている。
【００５３】
　薬剤容器配置領域５２には、図６で示されるように、自動式薬剤容器４６を保持する容
器保管部５７が設けられている。なお、図６では一部の自動式薬剤容器４６にのみ符号を
付し、他の自動式薬剤容器４６への符号を省略している。
　容器保管部５７は、直立した姿勢で設置されるドラム部材５８を備えており、このドラ
ム部材５８が縦方向に延びる回転軸を中心として回転可能となっている。つまり、縦型の
ドラム部材５８がモータ等を動力原として水平方向に回転可能な状態となっている。
【００５４】
　このドラム部材５８の外周面には、複数の容器設置部が設けられており、この容器設置
部に自動式薬剤容器４６が保持された状態となっている。
　それぞれの容器設置部は、機械的な係合によって自動式薬剤容器４６を保持するもので
あり、自動式薬剤容器４６を押し込むことで、自動式薬剤容器４６と容器設置部が係合状
態となる。反対に、自動式薬剤容器４６と容器設置部が係合状態であるとき、自動式薬剤
容器４６を外側に引っ張ることにより、これらが係合解除状態となる。
【００５５】
　本実施形態では、図６で示されるように、ドラム部材５８が縦方向で３分割されており
、分割されたそれぞれの領域に複数の容器設置部が形成されている。言い換えると、１１
個の容器設置部からなる群が３段に亘って設けられている。すなわち、容器保管部５７は
、全体で３３個の自動式薬剤容器４６を保持可能となっている。
【００５６】
　より詳細に説明すると、完全自動散薬分包機５は、容器保管部５７に保持された自動式
薬剤容器４６と、外部の管理棚に収納された自動式薬剤容器４６とを使用可能となってい
る。容器保管部５７には、最大で３３個の自動式薬剤容器４６を保持可能であり、容器保
管部５７に保持された自動式薬剤容器４６が３３個に満たないとき、管理棚に収納された
外部の自動式薬剤容器４６をさらに保持させることが可能である。また、容器保管部５７
に保持された自動式薬剤容器４６と、管理棚に収納された外部の自動式薬剤容器４６とを
入れ替えたりすることも可能である。
【００５７】
　ドラム部材５８における容器設置部は、外側に向かって突出する突出部材を備えた構造
となっており、自動式薬剤容器４６が正規の姿勢で取り付けられると、この突出部材が没
入する構造となっている。
【００５８】
　また、ドラム部材５８の内部と外側には、それぞれ光センサーが設けられており、容器
設置部の突出部材が突出しているか否かを検知可能となっている。
【００５９】
　なお、薬剤容器配置領域５２には、ドラム部材５８の近傍に情報読取手段（図示しない
）が設けられている。このため、ドラム部材５８に保持されたそれぞれ自動式薬剤容器４
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６から情報の取得が可能となっている。より詳細には、それぞれの自動式薬剤容器４６に
取り付けられた容器側情報記憶手段（詳しくは後述する）から情報の取得が可能となって
いる。
【００６０】
　薬剤容器配置領域５２から薬剤分割領域５３に至る領域には、容器移動ユニット６０が
設けられている。容器移動ユニット６０は、アーム部６１と昇降機構６２を備えた構造と
なっており、昇降機構６２によってアーム部６１が鉛直方向に移動可能となっている。
　また、アーム部６１の先端部分には磁石が設けられており、自動式薬剤容器４６に一体
に取り付けられた鉄板を吸着することで、自動式薬剤容器４６を保持可能となっている。
【００６１】
　薬剤分割領域５３では、正面ドア６５（図５参照）の後方側に位置する空間内に、図７
で示されるように、分配ユニット６８と、容器保持台６９（容器載置部）と、掻出装置７
０と、清掃装置７１と、薬剤導入口７２と、カメラ部材７３が設けられている。
　より具体的に説明すると、薬剤分割領域５３では、並列する２つの分配ユニット６８が
それぞれ埋没状態で設置されている。
【００６２】
　それぞれの分配ユニット６８の周辺には、容器保持台６９と、掻出装置７０と、清掃装
置７１が設けられている。そして、１つの分配ユニット６８に、３つの容器保持台６９と
、１つの掻出装置７０と、１つの清掃装置７１が対応付けられている。
【００６３】
　また、分配ユニット６８の周辺であり、２つの分配ユニット６８の間には、薬剤包装領
域５４に一包分ずつ散薬を供給するための薬剤導入口７２が設けられている。
【００６４】
　分配ユニット６８は、円環状に連続する薬剤投入溝が設けられており、図示しない回転
機構によって、回転可能な状態となっている。
【００６５】
　容器保持台６９は、振動台部と、重量測定手段とを備えた構造となっている。
【００６６】
　振動台部には、薬剤容器（自動式薬剤容器４６又は手動式薬剤容器４７）を保持するた
めの容器保持手段が設けられている。なお、本実施形態では、容器保持手段として磁石（
電磁石）を採用している。
【００６７】
　重力測定手段は、薬剤容器の重量を直接又は間接的に測定するものである。
【００６８】
　このことから、容器保持台６９に薬剤容器を載置することで、薬剤容器を振動させ、薬
剤容器に収容された散薬を分配ユニット６８に排出することが可能となる。そして、この
散薬の排出に伴う薬剤容器の重量変化を重力測定手段によって検知可能となっている。
【００６９】
　カメラ部材７３は、容器保持台６９の周囲を撮影可能な位置に設置されており、容器保
持台６９に載置された薬剤容器の薬剤排出部（排出口部、詳しくは後述する）の周辺を撮
影する撮像装置として機能するものである。このカメラ部材７３には、例えば、ＣＣＤカ
メラ等のデジタル撮像器が好適に採用可能となっている。
　本実施形態では、片側の分配ユニット６８に隣接する容器保持台６９の周辺を撮像する
カメラ部材７３と、他方側の分配ユニット６８に隣接する容器保持台６９の周辺を撮像す
るカメラ部材７３が別途設けられており、それぞれ撮像動作を別途実行可能となっている
。
【００７０】
　薬剤包装領域５４には、公知の薬剤包装装置と、印字手段とが設けられている。
　薬剤包装装置は、薬剤を一包分ずつ分包するための機械であり、シート供給装置と、シ
ール装置によって形成されている。すなわち、シート供給装置から供給されたシートを袋
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状に形成して分包袋を作成すると共に、作成した分包袋に薬剤分割領域５３から供給され
た散薬を導入し、さらにシール装置によって一服用分ずつシールして包装する動作が可能
となっている。
　印字手段は、分包袋に対して所定の情報を印字するための機械である。
【００７１】
　自動式薬剤容器４６は、図８で示されるように、外形が略直方体状の容器であり、内部
に収容した散薬又は粉末状の薬剤を外部に排出するための薬剤排出部４６ａが設けられて
いる。この薬剤排出部４６ａは、下方に向かって開口した開口状の部分であり、内外を連
通している。なお、この薬剤排出部４６ａは、周辺の部材を取り外すことでより大きく開
口し、薬剤を導入するための薬剤投入部として機能する部分でもある。
　また、この自動式薬剤容器４６には、異なる二面にそれぞれ鉄板４６ｂ（一面について
は図示しない）が取り付けられている。一方の面に設けられた鉄板４６ｂは、アーム部６
１で自動式薬剤容器４６を保持する際、アーム部６１の磁石に吸着させるための部分であ
る。また、他方の面に設けられた鉄板４６ｂ（図示しない）は、容器保持台６９（詳しく
は後述する）に設置するとき、容器保持台６９の磁石に吸着させるための部分である。
　加えて、この自動式薬剤容器４６にはＲＦＩＤタグが設けられており、収納された薬剤
に関する情報を記憶可能となっている。すなわち、このＲＦＩＤタグが容器側情報記憶手
段として機能する。
【００７２】
　操作表示部４８は、所謂タッチパネルであり、液晶パネル等の表示装置と、タッチパッ
ド等の位置入力装置を組み合わせて形成されたものである。
　本実施形態の完全自動散薬分包機５は、この操作表示部４８を操作することでも後述す
る各種動作を実行可能となっている。
【００７３】
　また、本実施形態の完全自動散薬分包機５は、制御部（図示は省略する）を備えた構成
となっている。
【００７４】
　制御部は、ＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭ（ＥＥＰＲＯＭ）、データ記憶部を備えている。
　ＣＰＵは、各種の演算処理を実行するプロセッサーである。ＲＯＭは、ＢＩＯＳ等のプ
ログラムが予め記憶された不揮発性メモリであり、ＲＡＭは、各種プログラムの展開及び
データの一時記憶に用いられる揮発性メモリ又は不揮発性メモリとなっている。
　データ記憶部は、各種プログラムやデータが記憶されたＨＤＤ（Ｈａｒｄ　Ｄｉｓｋ
Ｄｒｉｖｅ）等の記憶装置である。
【００７５】
　手動式薬剤容器４７は、図９で示されるように、略直方体状の容器であり、自動式薬剤
容器４６と略同じ構造となっている。この手動式薬剤容器４７は、薬剤排出部４７ａとは
別位置に薬剤投入部４７ｂを設けている点で、自動式薬剤容器４６とは異なっている。
　すなわち、手動式薬剤容器４７では、薬剤投入部４７ｂが手動式薬剤容器４７の上部に
設けられている。この薬剤投入部４７ｂは、内外を連通する貫通孔状の部分であり、外側
部分が内側部分よりも断面積が大きくなるように形成されている。
【００７６】
　次に、完全自動散薬分包機５が実施可能な分包動作について説明する。
【００７７】
　本実施形態の完全自動散薬分包機５は、上記したように、内蔵された自動式薬剤容器４
６を使用する完全自動分包動作と、外部の管理棚に収納された自動式薬剤容器４６を使用
する準自動分包動作と、薬剤師が予め秤量した散薬を導入した手動式薬剤容器４７を使用
する手動分包動作を実施可能となっている。
　さらに、複数の薬剤を混合して分包する場合に限り、少なくとも１の薬剤を完全自動分
包動作又は準自動分包動作と同様の手順で分配ユニット６８に供給し、少なくとも他の１
の薬剤を手動分包動作と同様の手順で分配ユニット６８に供給して分包動作を行う半自動
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分包動作が実施可能となっている。
　これらの各動作について、以下で詳細に説明する。
[ 完全自動分包動作]
【００７８】
　分包対象となる散薬が全て容器保管部５７に現在保持されている自動式薬剤容器４６に
収納されていることが確認されると、容器保管部５７から選択された自動式薬剤容器４６
を取り出すカセット取出動作が実施される。
【００７９】
　すなわち、完全自動散薬分包機５は、ドラム部材５８を回転させ、取り出し対象となる
自動式薬剤容器４６と容器移動ユニット６０を近接させる。そして、容器移動ユニット６
０の一部であるアーム部６１に自動式薬剤容器４６を保持させる。換言すると、アーム部
６１の先端側に設けられた磁石によって、自動式薬剤容器４６に一体に取り付けられた鉄
板を吸着させる。
　そして、アーム部６１が容器保管部５７から自動式薬剤容器４６を取り出し、自動式薬
剤容器４６を容器保持台６９まで移動させ、自動式薬剤容器４６を容器保持台６９に載置
する。
【００８０】
　本実施形態では、容器保持台６９の近傍に情報読取手段が設けられており、容器保持台
６９に載置させた自動式薬剤容器４６のＲＦＩＤタグから記憶されている情報を読み取る
情報読取動作が可能となっている。
　この情報読取動作により、自動式薬剤容器４６に収容されている薬剤（散薬）の種類が
確認される。すなわち、使用する薬剤が収容された自動式薬剤容器４６が正しく選択され
、運搬されたかを確認する確認動作が実施される。
【００８１】
　確認動作の結果、使用する薬剤が収容された自動式薬剤容器４６が容器保持台６９に載
置されていることが確認されると、容器保持台６９の振動台部が振動動作を開始し、自動
式薬剤容器４６が振動し、自動式薬剤容器４６に収容された散薬がゆっくりと分配ユニッ
ト６８に落下する。すなわち、自動式薬剤容器４６の内部から分配ユニット６８に散薬が
供給（排出）されていく。
【００８２】
　また、自動式薬剤容器４６から分配ユニット６８への散薬の供給動作（排出動作）に伴
って、分配ユニット６８を回転させるフィーダ回転動作を実施する。
【００８３】
　ここで、振動台部による振動動作の開始前及び実施中には、容器保持台６９の重量測定
手段が検知した値に基づいて、載置された自動式薬剤容器４６の重量を測定する重量測定
動作が実施されている。
　すなわち、自動式薬剤容器４６から分配ユニット６８に散薬が供給（排出）されている
間、自動式薬剤容器４６の重量が常時検知されており、散薬の供給量（排出量であり、分
配ユニット６８の上に落下した量）が所定量となったことを条件として、振動台部の振動
動作を停止させる構成となっている。
　なお、振動動作の開始前に取得した自動式薬剤容器４６の重量は原重量として記憶され
、振動動作の実施中に取得される現在の重量は現重量として記憶される構成となっている
。
【００８４】
　そして、振動動作を実施している間、自動式薬剤容器４６の重量を常時検知することに
より、散薬が滞りなく分配ユニット６８に供給されているか否かを確認する。言い換える
と、自動式薬剤容器４６の排出口で散薬が詰まったりすることなく、正しく供給されてい
るか否かが確認される。
　すなわち、本実施形態の完全自動散薬分包機５は、振動動作の実施中に自動式薬剤容器
４６の現重量を取得し続け、取得した現重量を開始前に取得した原重量と比較することで
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、散薬の供給量（原重量から現重量を減算した値）を常時算出し続けている。
　そして、散薬の供給量が規定量となったことを条件として振動動作を停止している。言
い換えると、自動式薬剤容器４６の現重量が振動動作の開始前に取得した原重量に対して
規定量だけ少なくなったことを条件として、振動動作を停止している。
【００８５】
　なお、複数の散薬を混合して分包する場合は、自動式薬剤容器４６を容器保持台６９に
載置させる動作を繰り返し、複数の自動式薬剤容器４６をそれぞれ別の容器保持台６９に
載置させる。そして、それぞれの容器保持台６９で振動動作を実施することにより、分配
ユニット６８に複数種類の散薬が供給されることとなる。
　この場合、フィーダ回転動作に伴って複数種類の散薬が混合されることとなる。
【００８６】
　そして、分配ユニット６８に規定量の散薬が供給され、振動動作が停止されると、アー
ム部６１によって自動式薬剤容器４６が容器保管部５７に戻される。このとき、分配ユニ
ット６８に薬剤の供給が完了した際の自動式薬剤容器４６の重量を容器保持台６９の重量
測定手段で測定し、測定した重量をＲＦＩＤに記憶させる情報書込動作が実施され、その
後、自動式薬剤容器４６が容器保管部５７に戻される。
　すなわち、アーム部６１が自動式薬剤容器４６を容器保持台６９から容器保管部５７に
移動させる。
【００８７】
　その一方、分配ユニット６８では、振動動作が停止した後、分配ユニット６８の回転を
停止する。そして、分配ユニット６８に供給された散薬を一服用分ずつ薬剤導入口７２に
投入する薬剤分割動作を実施する。
　薬剤分割動作では、掻出装置７０の先端側部分を降下させ、分配ユニット６８に近接さ
せた状態とする。そして、分配ユニット６８を分割数に応じた角度だけ回転させ、一服用
分の散薬を掻出装置７０の先端側部分の周辺によせた状態とする。この状態で、掻出装置
７０を動作させ、掻出装置７０の周辺によせられた散薬をすくい上げ、薬剤導入口７２に
投入する。
　このような動作を繰り返すことにより、分配ユニット６８に供給された薬剤を一服用分
ずつ薬剤導入口７２に投入する薬剤分割動作が実施される。
【００８８】
　薬剤導入口７２に投入された一服用分の薬剤は、薬剤包装領域５４に至り、薬剤包装装
置に供給される。そして、薬剤包装装置で一服用分ずつ分包されていく。
　この一連の動作が終了し、分配ユニット６８に供給された薬剤が全て薬剤包装装置に供
給され、分包が完了することで、完全自動分包動作が完了する。
[ 準自動分包動作]
【００８９】
　準自動分包動作は、容器保管部５７に保持された自動式薬剤容器４６でなく、外部の管
理棚に保管されている自動式薬剤容器４６から分配ユニット６８に薬剤を供給するという
点で、完全自動分包動作と異なっている。上記した完全自動分包動作と同じ動作について
は、詳細な説明を省略する。
【００９０】
　まず、扉部５６を開放させ、手作業で外部の管理棚から取り出した自動式薬剤容器４６
を扉部５６の裏側に位置する容器仮置部（図示しない）に載置する。
　このとき、自動式薬剤容器４６のＲＦＩＤタグに記憶された情報を読み取る情報読取動
作が実施され、使用者が容器仮置部に載置した自動式薬剤容器４６が正しいものであるの
か否かを確認する確認動作が実施される。すなわち、処方データに含まれる処方において
提供される薬剤の種類（分包対象となる薬剤の種類）と、容器仮置部に載置された自動式
薬剤容器４６に収納される薬剤の種類とが合致するか否かが判別される。
　また、容器仮置部に載置された自動式薬剤容器４６の重量を測定する重量測定動作が実
施され、測定された重量をＲＦＩＤタグに記憶させる情報書込動作が実施される。
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【００９１】
　そして、扉部５６を閉じると、アーム部６１が自動式薬剤容器４６を容器仮置部から容
器保持台６９まで移動させ、自動式薬剤容器４６が容器保持台６９に載置された状態とな
る。
【００９２】
　この状態から、上記した完全自動分包動作と同様に、分配ユニット６８に薬剤を供給し
、一服用分ずつ薬剤包装装置に供給していく。また、薬剤包装装置では、供給された散薬
を一服用分ずつ分包していく。このことにより、分配ユニット６８に供給された薬剤が所
定数に分包される。
　そして、分配ユニット６８への薬剤の供給動作が終了すると、アーム部６１によって自
動式薬剤容器４６を容器仮置部に戻す動作を実施し、扉部５６を開いた状態に移行させて
、自動式薬剤容器４６を手動で取り出す。このことにより、準自動分包動作が完了する。
[ 手動分包動作]
【００９３】
　手動分包動作では、まず操作表示部４８で所定の操作を実施することにより、正面ドア
６５を上方に向かってスライドさせ、薬剤分割領域５３の前方を開放した状態とする。
　正面ドア６５が上昇すると、作業者が予め薬剤を充填した手動式薬剤容器４７を手動で
容器保持台６９に設置する。
【００９４】
　このとき、手動式薬剤容器４７のＲＦＩＤタグに記憶された情報を読み取る情報読取動
作が実施され、使用する手動式薬剤容器４７が容器保持台６９に正しく載置されているか
否かを確認する確認動作が実施される。
　この確認動作において、手動式薬剤容器４７が容器保持台６９に正しく載置されている
ことが確認されると、正面ドア６５が回動可能な状態となるので、正面ドア６５を開いた
状態から閉まった状態へと移行させる。
【００９５】
　そして、容器保持台６９の振動台部が振動動作を開始し、手動式薬剤容器４７から分配
ユニット６８に薬剤が供給される。このとき、上記した完全自動分包動作や準自動分包動
作と同じく、分配ユニット６８を回転させるフィーダ回転動作、薬剤を一服用分ずつに分
割する薬剤分割動作等が実行され、薬剤が一服用分ずつ薬剤包装装置に供給されることと
なる。
【００９６】
　なお、手動分包動作が完了すると、操作表示部４８に「手撒きカセットを取ってくださ
い」というメッセージが表示された状態となる。この状態で、所定の操作を実施し、再び
正面ドア６５を上昇させた状態とする。使用者は、手動式薬剤容器４７を取り出した後、
操作表示部４８を操作して正面ドア６５を下降させ、正面ドア６５を閉めた状態とする。
【００９７】
　ところで、この手動分包動作では、上記した完全自動分包動作とは異なり、薬剤の供給
量を測定する動作を実施せず、手動式薬剤容器４７に収容された薬剤を全て分配ユニット
６８に供給する。すなわち、使用者が予め手動で秤量を実施し、手動式薬剤容器４７に規
定量（最終的に供給する量）だけ薬剤を充填しておく必要がある。
［半自動分包動作］
【００９８】
　半自動分包動作でも、上記した手動分包動作と同様に、操作表示部４８で所定の操作を
実施し、正面ドア６５を上方に向かって回動させ、薬剤分割領域５３の前方を開放した状
態とする。そして、作業者が予め薬剤を充填した手動式薬剤容器４７を所定数だけ手動で
容器保持台６９に設置する。
【００９９】
　その一方、手動式薬剤容器４７が載置されていない他の容器保持台６９には、容器保管
部５７に現在保持されている自動式薬剤容器４６、又は外部の管理棚に保管されている自
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動式薬剤容器４６が載置されることとなる。
【０１００】
　すなわち、容器保管部５７に現在保持されている自動式薬剤容器４６を容器保持台６９
に載置させる場合には、上記した完全自動分包動作と同様に、アーム部６１が容器保管部
５７から自動式薬剤容器４６を容器保持台６９まで移動させ、自動式薬剤容器４６を容器
保持台６９に載置した状態とする。
　また、外部の管理棚に収容されている自動式薬剤容器４６を容器保持台６９に載置させ
る場合には、上記した準自動分包動作と同様に、使用者が扉部５６の裏側に位置する容器
仮置部（図示しない）に自動式薬剤容器４６を載置する。そして、扉部５６を閉じること
で、アーム部６１が容器仮置部から自動式薬剤容器４６を容器保持台６９まで移動させ、
自動式薬剤容器４６を容器保持台６９に載置した状態とする。
【０１０１】
　したがって、半自動分包動作が実施される場合、少なくとも１つの容器保持台６９に手
動式薬剤容器４７が載置され、他の容器保持台６９には、容器保管部５７又は容器仮置部
から運ばれてきた自動式薬剤容器４６が載置された状態となる。
【０１０２】
　ここで、本実施形態の半自動分包動作では、容器保管部５７から運ばれてきた自動式薬
剤容器４６と、容器仮置部から運ばれてきた自動式薬剤容器４６の双方を使用してもよい
。すなわち、半自動分包動作は、１つの分配ユニット６８に関連付けられた３つの容器保
持台６９のうち、１つの容器保持台６９に手動式薬剤容器４７が載置され、他の１つに容
器保管部５７から運ばれてきた自動式薬剤容器４６が載置され、残りの１つに容器仮置部
から運ばれてきた自動式薬剤容器４６が載置される動作であってもよい。そして、３つの
薬剤容器（自動式薬剤容器４６、手動式薬剤容器４７）から分配ユニット６８に対してそ
れぞれ別の薬剤を排出し、分包を行うものであっても構わない。
【０１０３】
　そして、上記した各動作（完全自動分包動作、準自動分包動作、手動分包動作）と同様
に、容器保持台６９では、処方データに含まれる処方において提供される薬剤の種類（分
包対象となる薬剤の種類）と、容器仮置部に載置された自動式薬剤容器４６や手動式薬剤
容器４７に収納される薬剤の種類とが合致するか否かが判別される。
【０１０４】
　自動式薬剤容器４６及び手動式薬剤容器４７が容器保持台６９に正しく載置されている
ことが確認されると、容器保持台６９の振動台部が振動動作を開始し、自動式薬剤容器４
６及び手動式薬剤容器４７から分配ユニット６８に薬剤が供給される。このとき、上記し
た各動作と同じく、分配ユニット６８を回転させるフィーダ回転動作、薬剤を一服用分ず
つに分割する薬剤分割動作等が実行され、薬剤が一服用分ずつ薬剤包装装置に供給される
こととなる。
【０１０５】
　上記したように、本実施形態の完全自動散薬分包機５は、薬剤容器の選択、使用する薬
剤の秤量（供給量の測定）、一服用分ずつの分包を完全に自動で実施する完全自動分包動
作が実行可能となっている。
　さらに、使用する薬剤の秤量、一服用分ずつの分包を完全に自動で実施する準自動分包
動作が実行可能となっている。
　そして、複数の散薬を混合して分包する場合には、少なくとも１の薬剤を容器保管部５
７に現在保持されている自動式薬剤容器４６や、外部の管理棚に保管されている自動式薬
剤容器４６から供給し、他の薬剤を手動式薬剤容器４７から分配ユニット６８に供給する
半自動分包動作が実行可能となっている。この半自動分包動作は、一部の薬剤に関しての
み、上記した完全自動分包動作や準自動分包動作と同様に、分包に関する作業を自動で実
行可能となっている。すなわち、容器保管部５７に現在保持されている自動式薬剤容器４
６を使用する場合には、少なくとも一部の薬剤に関して、薬剤容器の選択、使用する薬剤
の秤量、一服用分ずつの分包が自動で実行可能となっている。また、外部の管理棚に保管
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されている自動式薬剤容器４６を使用する場合には、使用する薬剤の秤量、一服用分ずつ
の分包が自動で実行可能となっている。
　これら完全自動分包動作、準自動分包動作、半自動分包動作は、手動で秤量した薬剤を
一服用分ずつ分包する手動分包動作と比べ、手動での作業量を少なくできるという利点が
ある。
【０１０６】
　さらに、本実施形態の特徴的な部分であるところの散薬調剤業務支援システム１が実施
する散薬分包動作について、図１０を参照しつつ詳細に説明する。
【０１０７】
　本実施形態の散薬調剤業務支援システム１では、医師が外部ＰＣ６で処方に関するデー
タを入力すると、外部ＰＣ６から制御装置２に信号が送信され、制御装置２で完全自動散
薬分包機５に送信するための処方に関するデータ（以下、単に処方データと称する）が作
成される。そして、制御装置２は、完全自動散薬分包機５に対して作成した処方データを
送信する（ＳＴＥＰ１）。
【０１０８】
　なお、本実施形態では、説明を簡略化するため、処方データに１つの処方に関する情報
のみが含まれている場合について説明するが、処方データには複数の処方に関する情報が
含まれていてもよい。この場合、処方データに含まれるそれぞれの処方毎にＳＴＥＰ２以
下の動作が実行されることとなる。
【０１０９】
　そして、完全自動散薬分包機５が処方データを受信すると、受信したデータに含まれる
処方が完全自動散薬分包機５だけで自動的に処理できる処方であるか否かを判別する判別
動作が実施される（ＳＴＥＰ２）。すなわち、処方で提供される全ての薬剤が完全自動分
包動作、又は準自動分包動作によって分包可能か否かを判別する判別動作が実行される。
【０１１０】
　より具体的に説明すると、この判別動作では、処方データに基づき、処方データに含ま
れる処方が下記の条件を満たすか否かを判別することで、完全自動散薬分包機５だけで自
動的に処理できる処方であるか否かを判別する。
　［条件１］
　処方データに含まれる処方において、患者に提供されるべき薬剤の全てが、自動式薬剤
容器４６に収容された薬剤である。
　［条件２］
　処方データに含まれる処方において、患者に提供されるべき薬剤が１種類又は複数種類
であり、個々の薬剤の総量がいずれも所定量以上である。
　［条件３］
　処方データに含まれる処方において、患者に提供されるべき薬剤が複数種類であり、複
数の薬剤を混合して分包する必要がある場合、混合する薬剤の数が所定数以下である。
　［条件４］
　対象の処方で分包する薬剤が、制御装置２で他の薬剤分包機４で分包するように指示さ
れていない薬剤である。
【０１１１】
　上記した条件１に関する判別動作について付言すると、この判別動作では、処方データ
に含まれる処方に関するデータと、データ記憶部に記憶されたデータベースとを照合する
動作を実施し、送付された処方で分包する薬剤の全てが自動式薬剤容器４６に現在収容さ
れている薬剤か否かを判別する。すなわち、容器保管部５７に現在保持された自動式薬剤
容器４６、又は、外部の管理棚に保管されている自動式薬剤容器４６の少なくとも一方に
収容されている薬剤か否かを判別する。
【０１１２】
　ここで、対象となる処方で１つの薬剤を分包する場合には、その薬剤が容器保管部５７
に現在保持される自動式薬剤容器４６に収容されているか否か、及び、その薬剤が外部の
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管理棚に現在保管されている自動式薬剤容器４６に収容されているか否かを判別する。
　対して、対象となる処方で複数の薬剤を混合して分包する場合には、その薬剤の１つ１
つが容器保管部５７に現在保持される自動式薬剤容器４６に収容されているか否か、及び
、その薬剤が外部の管理棚に現在保管されている自動式薬剤容器４６に収容されているか
否かを判別する。そして、全ての薬剤が容器保管部５７に現在保持されている自動式薬剤
容器４６か、外部の管理棚に現在保管されている自動式薬剤容器４６に収容されている場
合、条件１が満たされたものとする。
【０１１３】
　次に、上記した条件２に関する判別動作について付言する。
　ここで、分配ユニット６８に供給する散薬の種類によっては、供給量が少なすぎる場合
、容器保持台６９の振動動作による規定量の供給が困難となるものがある。例えば、散薬
には、その粒の形状が薬剤容器から排出され難い形状のものがある。また、散薬には、粒
同士が塊になり易いものがある。そして、前者の場合、振動動作を実施しても分配ユニッ
ト６８に規定量の散薬が排出されない可能性がある。また、後者の場合、振動動作を実施
することで分配ユニット６８に塊状の散薬が供給されてしまい、規定量よりも多量に供給
されてしまう可能性がある。つまり、散薬には、その性質により、極めて少量の排出が困
難となってしまうものがある。
【０１１４】
　そこで、本実施形態では、総量が所定量を下回る薬剤については自動式薬剤容器４６か
ら分配ユニット６８への供給を実行しない構成としている。
　言い換えると、容器保持台６９の振動動作によって確実に分配ユニット６８への規定量
の供給が可能であることを条件として、完全自動分包動作、又は準自動分包動作を実施す
る構成としている。より詳細には、１つ１つの薬剤の総量が規定量（３ｇ）より多量であ
るか否か、換言すると、規定量（３ｇ）以下でないか否かを判別する動作を実施している
。そして、所定の処方で分包する全ての薬剤それぞれの総量がいずれも規定量（３ｇ）よ
り多量である場合、条件２が満たされたものと判別する。
【０１１５】
　上記した条件３に関する判別動作について付言すると、完全自動散薬分包機５は、まず
対象となる処方で分包する薬剤が複数か否かを判別する。ここで、分包する薬剤が１つの
みである場合、条件３は満たされているものと判断する。対して、複数の薬剤を混合して
分包する場合、混合する薬剤の数が所定数（本実施形態では６）以下であるか否かを判別
する。判別動作の結果、混合するが所定数以下である場合、条件３が満たされたものと判
別する。
【０１１６】
　ここで、判別の基準となる所定数（本実施形態では６）は、容器保持台６９の総数とし
ている。これは、２つの分配ユニット６８を使用する完全自動分包動作を実行可能である
場合の所定数であり、例えば、１方の分配ユニット６８がすでに使用中である等の理由に
より、１つの分配ユニット６８しか使用できない場合には、所定数を変更する構成であっ
てよい。例えば、１方の分配ユニット６８がすでに使用中であることが確認された場合、
基準となる所定数を減少させた上で（６から３に変更させた上で）、混合する薬剤の数が
所定数以下であるか否かの判別動作を実施してもよい。
　なお、この変更後の所定数（本実施形態では３）は、１つの分配ユニット６８に対応づ
けられた容器保持台６９の数としている。
【０１１７】
　上記した条件４に関する判別動作について付言すると、本実施形態の散薬調剤業務支援
システム１では、制御装置２で分包機（薬剤分包機４、完全自動散薬分包機５）を指定し
て分包動作を実施させるといった動作が可能となっている。
　具体的に説明すると、散薬調剤業務支援システム１では、薬剤毎に分包動作を実施する
分包機の指定が可能となっている。例えば、薬剤Ａを分包する分包機として薬剤分包機４
を指定すると、薬剤Ａを分包する分包動作が他の分包機（完全自動散薬分包機５）で実行
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可能であったとしても、薬剤分包機４で分包動作が実施される構成としている。
【０１１８】
　つまり、通常、完全自動散薬分包機５で完全自動分包動作による分包が可能な場合には
、完全自動散薬分包機５を優先的に使用している。これに対し、薬剤が他の分包機（薬剤
分包機４）を使用するように指定されている場合には、この設定を優先し、完全自動散薬
分包機５では分包動作を実施しないようにしている。
【０１１９】
　さらに、本実施形態の判別動作では、完全自動散薬分包機５で自動的に処理できる処方
であると判別された処方について、完全自動分包動作で対応可能な否かも判別している。
　すなわち、判別動作では、下記の条件を満たすか否かを判別する動作をさらに実施して
いる。
　［条件Ａ］
　処方データに含まれる処方において、患者に提供されるべき薬剤の全てが、容器保管部
５７に現在保持されている自動式薬剤容器４６に収容された薬剤である。
【０１２０】
　つまり、上記した条件Ａが満たされている場合には、完全自動分包動作で対応可能な処
方であり、条件Ａが満たされていない場合には、準自動分包動作で対応可能な処方である
と判別する。
【０１２１】
　加えて、この本実施形態の判別動作では、完全自動散薬分包機５で自動的に処理できな
いと判別された処方について、処方で提供される１以上の薬剤が自動式薬剤容器４６に現
在収容されている薬剤であるか否かの判別が可能となっている。
【０１２２】
　具体的に説明すると、完全自動散薬分包機５だけで自動的に処理できない処方には、処
方で提供される薬剤に自動式薬剤容器４６に現在収容されている薬剤と、自動式薬剤容器
４６に現在収容されていない薬剤が混在する場合（以下、単に混在状態とも称す）と、処
方で提供される全ての薬剤が自動式薬剤容器４６に収容されていない薬剤である場合（以
下、単に未収容状態とも称す）がある。
　そこで、完全自動散薬分包機５では、処方で提供される１以上の薬剤が自動式薬剤容器
４６に現在収容されている薬剤であるか否かの判別を実施することにより、対象となる処
方が混在状態であるのか、又は、未収容状態であるのかを判別可能となっている。
【０１２３】
　上記した判別動作（ＳＴＥＰ２）の結果、処方データに含まれる処方が完全自動散薬分
包機５だけで自動的に処理できる処方であると判別された場合（ＳＴＥＰ３でＹｅｓ）に
ついて説明する。
【０１２４】
　判別動作（ＳＴＥＰ２）の結果、処方データに含まれる処方が完全自動散薬分包機５だ
けで自動的に処理できる処方であり（ＳＴＥＰ３でＹｅｓ）、さらに完全自動分包動作が
対応可能である（ＳＴＥＰ４でＹｅｓ）場合には、そのまま完全自動散薬分包機５で完全
自動分包動作が実施される（ＳＴＥＰ５）。そして、処方データに含まれる処方で提供さ
れる薬剤が分包されていく。
【０１２５】
　対して、処方データに含まれる処方が完全自動散薬分包機５だけで自動的に処理できる
処方であるが（ＳＴＥＰ３でＹｅｓ）、完全自動分包動作が実施できない場合（ＳＴＥＰ
４でＮｏ）には、準自動分包動作を実施する（ＳＴＥＰ６）。
　完全自動分包動作実施される場合と、準自動分包動作を実施される場合のいずれにして
も、処方データに含まれる処方で提供される薬剤が完全自動散薬分包機５のみで分包され
ることとなる。すなわち、他機（本実施形態では薬剤秤量装置３）による秤量を実行する
ことなく、分包が可能となる。
【０１２６】
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　続いて、判別動作（ＳＴＥＰ２）の結果、完全自動散薬分包機５だけで自動的に処理で
きない処方と判別された場合（ＳＴＥＰ３でＮｏ）について説明する。
【０１２７】
　この場合、完全自動散薬分包機５は、処方データと判別結果に基づいて再送データを作
成し、制御装置２に再送データを送信する（ＳＴＥＰ７）。
【０１２８】
　この再送データは、処方で提供される薬剤が混在状態であるのか、未収容状態であるの
かを判別する判別結果に関する情報を付加したデータであり、処方で提供される各薬剤が
容器保管部５７の自動式薬剤容器４６に収容されているか否かを制御装置２や各調剤機器
で識別可能なデータとなっている。
【０１２９】
　つまり、受信した処方データに含まれる処方が完全自動散薬分包機５だけで自動的に分
包することが不可能な処方であった場合、完全自動散薬分包機５は、その処方に関するデ
ータに基づいて再送データを作成して送信する。この再送データには、処方で提供される
（包装される）薬剤のそれぞれが、自動式薬剤容器４６に収容されているか否かを示す情
報を付加されている。
【０１３０】
　そして、制御装置２が再送データを受信すると、制御装置２は、秤量準備動作を実施す
る（ＳＴＥＰ８）。
　この秤量準備動作は、制御装置２が再送データに基づいて薬剤秤量装置３での秤量動作
に使用するデータ（以下、秤量用データとも称す）を作成し、この秤量用データを薬剤秤
量装置３に送信する動作となっている。この秤量準備動作が実施されることにより、薬剤
秤量装置３を使用した秤量の実施が可能な状態となる。
【０１３１】
　ここで、上記したように、完全自動散薬分包機５が実施する判別動作（ＳＴＥＰ２）で
は、完全自動散薬分包機５だけでは処理できない処方が混在状態であるのか、又は、未収
容状態であるのかを判別可能となっている。
　また、完全自動散薬分包機５が制御装置２にデータ（再送データ）を送信し、制御装置
２が薬剤秤量装置３にデータ（秤量用データ）を送信することから、制御装置２と薬剤秤
量装置３では、自動式薬剤容器４６に現在収容されている薬剤とそうでない薬剤を識別可
能となっている。
【０１３２】
　このことにより、薬剤秤量装置３は、対象となる処方が混在状態である場合と未収用状
態である場合とで異なる表示動作を実施することが可能となる。
【０１３３】
　まず、対象となる処方が混在状態である場合（ＳＴＥＰ９でＹｅｓ）、操作表示部１７
に表示される選択画面では、自動式薬剤容器４６に収容されていない薬剤だけが選択可能
な状態で表示され、自動式薬剤容器４６に収容された薬剤は、グレイアウトで表示されて
、使用者が選択できない状態で表示される（ＳＴＥＰ１０）。
　すなわち、処方で提供される薬剤を全て表示し、自動式薬剤容器４６に収容されていな
い薬剤と、収容されている薬剤とを異なる表示形態で表示する。このことにより、自動式
薬剤容器４６に収容されていない薬剤と、収容されている薬剤とを識別可能な状態とする
。
【０１３４】
　このとき、自動式薬剤容器４６に収容されていない薬剤は、秤量の必要な薬剤として、
使用者が選択可能な状態となっている。
　対して、自動式薬剤容器４６に収容された薬剤は、グレイアウトで表示されて、使用者
が選択できない状態となっている。言い換えると、容器保管部５７の自動式薬剤容器４６
に収容されている薬剤は、容器保管部５７の自動式薬剤容器４６に収容されていない薬剤
とは異なる色で表示され、且つ、使用者が選択できない状態となっている。
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　なお、このグレイアウトで表示される薬剤は、完全自動散薬分包機５のどちらの分配ユ
ニット６８を使用して分包を実施するのかを示す情報と共に表示された状態となっている
。
【０１３５】
　なお、薬剤秤量装置３では、対象となる処方が混在状態である場合であっても、グレイ
アウトで表示された薬剤を選択可能な状態で表示するように変更する選択変更操作を実施
可能となっている。すなわち、使用者が選択変更操作を実施することで、所定の処方で提
供される薬剤を全て選択可能な状態とし、所定の処方で提供される全ての薬剤を薬剤秤量
装置３で秤量するように変更することが可能な構成となっている。
【０１３６】
　ここで、選択変更操作を実施しなかった場合（ＳＴＥＰ１１でＹｅｓ）、薬剤秤量装置
３で表示されている選択可能な薬剤を選択し、薬剤秤量装置３の情報読込装置２７で薬瓶
や薬剤容器の情報を読み取って照合動作を実施した後、秤量部１６を使用して秤量を実施
する（ＳＴＥＰ１２）。このとき、秤量の終わった薬剤を上記した手動式薬剤容器４７に
導入する。
【０１３７】
　秤量が完了すると、実施した秤量結果に関するデータが薬剤秤量装置３から制御装置２
へと送信される（ＳＴＥＰ１３）。そして、制御装置２は、受信した秤量結果に関するデ
ータに基づいて、完全自動散薬分包機５での分包で使用する送信するデータを作成し、完
全自動散薬分包機５に送信する（ＳＴＥＰ１４）。
【０１３８】
　そして、秤量後の薬剤を導入した手動式薬剤容器４７を、完全自動散薬分包機５の容器
保持台６９に設置する。この状態で、完全自動散薬分包機５の操作表示部４８で所定の操
作を実施することにより、半自動分包動作が実施される（ＳＴＥＰ１５）。すなわち、使
用者が容器保持台６９に設置した手動式薬剤容器４７と、アーム部６１によって容器保持
台６９に設置された自動式薬剤容器４６から分配ユニット６８に薬剤が排出され、分包動
作が実施される。
【０１３９】
　以上のように、対象となる処方が混在状態である場合（ＳＴＥＰ９でＹｅｓの場合）、
選択変更操作が実施されない限り（ＳＴＥＰ１１でＹｅｓである限り）、半自動分包動作
で分包が実施される。言い換えると、対象となる処方で提供される薬剤に、自動式薬剤容
器４６に現在収容されている薬剤と、自動式薬剤容器４６に現在収容されていない薬剤が
混在する場合には、原則として半自動分包動作が実行される構成となっている。
【０１４０】
　対して、対象となる処方で提供される薬剤が未収用状態である場合（ＳＴＥＰ９でＮｏ
の場合）や、選択変更操作が実施された場合（ＳＴＥＰ１１でＮｏの場合）には、原則と
して薬剤分包機４を使用した分包動作で処方を処理している。つまり、対象となる処方で
提供される薬剤が全て自動式薬剤容器４６に現在収容されていない薬剤である場合には、
原則として薬剤分包機４による分包動作が実行される構成となっている。
　なお、薬剤分包機４を使用した分包動作に替わって、完全自動散薬分包機５で手動分包
動作を実施することも可能となっている。
【０１４１】
　すなわち、秤量準備動作（ＳＴＥＰ８）が実施されたとき、対象となる処方で提供され
る薬剤が未収用状態である場合（ＳＴＥＰ９でＮｏの場合）には、処方で提供される全て
の薬剤が全て選択可能な状態で薬剤秤量装置３の操作表示部１７に表示される。
　また、上記した選択変更操作が実施された場合（ＳＴＥＰ１１でＮｏの場合）にも、処
方で提供される全ての薬剤が全て選択可能な状態で薬剤秤量装置３の操作表示部１７に表
示される。つまり、処方で提供される薬剤の全てが、秤量が可能な薬剤として表示される
。
【０１４２】
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　この状態で、使用者は、選択可能な薬剤を選択し、薬剤秤量装置３の情報読込装置２７
で薬瓶や薬剤容器の情報を読み取って照合動作を実施した後、手動で秤量を実施する（Ｓ
ＴＥＰ１７）。
【０１４３】
　このとき、薬剤分包機４で分包する場合（ＳＴＥＰ１８でＹｅｓの場合）には、秤量の
終わった薬剤を薬剤分包機４で使用する容器へと導入する。
　そして、実施した秤量結果に関するデータが薬剤秤量装置３から制御装置２へと送信さ
れる（ＳＴＥＰ１９）。そして、制御装置２は、受信した秤量結果に関するデータに基づ
いて、薬剤分包機４での分包で使用する送信するデータを作成し、薬剤分包機４に送信す
る（ＳＴＥＰ２０）。そして、薬剤を導入したそれぞれの容器を、薬剤分包機４の所定位
置に設置し、分包動作を実施する（ＳＴＥＰ２１）。
【０１４４】
　対して、薬剤分包機４で分包せず、完全自動散薬分包機５で手動分包動作を実施する場
合（ＳＴＥＰ１８でＮｏの場合）には、秤量の終わった薬剤を上記した手動式薬剤容器４
７に導入する。
　そして、実施した秤量結果に関するデータが薬剤秤量装置３から制御装置２へと送信さ
れる（ＳＴＥＰ２２）。そして、制御装置２は、受信した秤量結果に関するデータに基づ
いて、完全自動散薬分包機５での手動分包動作で使用する送信するデータを作成し、完全
自動散薬分包機５に送信する（ＳＴＥＰ２３）。そして、完全自動散薬分包機５で上記し
た手動分包動作を実施する（ＳＴＥＰ２４）。
【０１４５】
　本実施形態の散薬調剤業務支援システム１では、処方データに含まれる処方が完全自動
分包動作や準自動分包動作だけで処理が可能であった場合、優先的に完全自動散薬分包機
５によって処理される。このように、手動による秤量が不用な処方については、順次完全
自動散薬分包機５による秤量の不用な分包動作で対応することにより、調剤業務全体にお
ける手動での作業量を少なくすることができる。
　また、完全自動散薬分包機５だけで処理が不可能な処方についても、半自動分包動作を
促す構成となっている。このことにより、手動による作業を極力少なくすることが可能と
なり、手動での作業量を少なくできる。
【０１４６】
　ところで、本実施形態の完全自動散薬分包機５は、外部の管理棚に保管された自動式薬
剤容器４６と容器保管部５７に現在保持されている自動式薬剤容器４６を入れ替える容器
入替動作と、外部の管理棚に保管された自動式薬剤容器４６を容器保管部５７に新たに保
持させる容器追加動作を実行可能なものとなっている。
　この容器入替動作と容器追加動作について、以下で詳細に説明する。
【０１４７】
　使用者が操作表示部４８を操作して容器入替動作を実行すると、容器保管部５７に現在
保持されている自動式薬剤容器４６のうち、使用者が予め選択した自動式薬剤容器４６が
扉部５６（図５等参照）の裏側に位置する容器仮置部（図示しない）まで運搬される。す
なわち、アーム部６１によって容器保管部５７に保持されていた自動式薬剤容器４６が運
搬され、容器仮置部に載置された状態となる。
【０１４８】
　次に、使用者は扉部５６を空けて自動式薬剤容器４６を取り出し、外部の管理棚に保管
されていた自動式薬剤容器４６を容器仮置部に載置する。
　なお、ここで自動式薬剤容器４６のＲＦＩＤタグに記憶された情報を読み取る情報読取
動作が実施され、使用者が容器仮置部に載置した自動式薬剤容器４６が正しいものである
のか否かを確認する確認動作が実施される。すなわち、新たに完全自動分包動作で使用可
能となる薬剤の種類と、容器仮置部に載置された自動式薬剤容器４６に収納される薬剤の
種類とが合致するか否かが判別される。
　また、容器仮置部に載置された自動式薬剤容器４６の重量を測定する重量測定動作が実
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施され、測定された重量をＲＦＩＤタグに記憶させる情報書込動作が実施される。
【０１４９】
　そして、扉部５６を閉じると、アーム部６１が自動式薬剤容器４６を容器仮置部から容
器保管部５７まで移動させ、自動式薬剤容器４６を容器保管部５７に保持させる。このこ
とにより、容器保管部５７に保持されていた自動式薬剤容器４６と、外部の管理棚に保管
されていた自動式薬剤容器４６が入れ替えられ、外部の管理棚に保管されていた自動式薬
剤容器４６が新たに容器保管部５７に保持された状態となる。
【０１５０】
　次に容器追加動作について説明する。
　容器追加動作は、容器保管部５７に保持されている自動式薬剤容器４６を取り出す動作
を実施しない点において、上記した容器入替動作と異なっている。
　つまり、容器追加動作では、まず、扉部５６が開いた状態となり、外部の管理棚に保管
されていた自動式薬剤容器４６を容器仮置部に載置する。
【０１５１】
　このとき、上記した容器入替動作と同様に、情報読取動作、確認動作、重量測定動作、
情報書込動作が実施される。そして、アーム部６１が自動式薬剤容器４６を容器仮置部か
ら容器保管部５７まで移動させ、自動式薬剤容器４６を容器保管部５７に保持させる。こ
のことにより、外部の管理棚に保管されていた自動式薬剤容器４６が新たに容器保管部５
７に保持された状態となる。
【０１５２】
　例えば、容器保管部５７が保持可能である最大数（３３個）の自動式薬剤容器４６を保
持している場合、容器保管部５７に新たな自動式薬剤容器４６を保持させることができな
い状態となっている。この場合、容器入替動作を実施することにより、容器保管部５７に
現在保持されている自動式薬剤容器４６と、外部の管理棚に保持されていた自動式薬剤容
器４６とを入れ替えることができる。すなわち、容器保管部５７に保持されている自動式
薬剤容器４６を変更し、完全自動分包動作で使用可能な薬剤を変更することが可能となっ
ている。
【０１５３】
　また、容器保管部５７が保持している自動式薬剤容器４６の数が保持可能である最大数
（３３個）以下である場合には、容器保管部５７に新たな自動式薬剤容器４６を保持させ
ることが可能な状態となっている。この場合、容器追加動作を実施することにより、外部
の管理棚に保持されていた自動式薬剤容器４６を新たに保持させ、完全自動分包動作で使
用可能な薬剤を増加させることが可能となっている。
　なお、当然のことながら、容器保管部５７が保持している自動式薬剤容器４６の数が保
持可能である最大数（３３個）以下である場合にも、容器入替動作を実施可能となってい
る。
【０１５４】
　つまり、本実施形態の完全自動散薬分包機５は、容器入替動作や容器追加動作によって
容器保管部５７に保持されている自動式薬剤容器４６の変更、追加が可能となっており、
完全自動分包動作で使用可能な薬剤を変更、追加することが可能となっている。
【０１５５】
　このことから、本実施形態では、完全自動分包動作が実施できない場合（ＳＴＥＰ４で
Ｎｏ）、容器入替動作や容器追加動作を実施し、患者に提供されるべき薬剤の全てが容器
保管部５７に現在保持されている自動式薬剤容器４６に収容された状態（条件Ａを満たし
た状態）とすることができる。
　つまり、上記した場合とは異なり、完全自動分包動作が実施できない場合（ＳＴＥＰ４
でＮｏ）であっても、容器入替動作又は容器追加動作を適宜実施された場合には、その後
に準自動分包動作（ＳＴＥＰ６）ではなく、完全自動分包動作（ＳＴＥＰ５）を実施する
構成としてもよい。この様な構成では、当然のことながら、容器入替動作又は容器追加動
作が実施されなかった場合には、そのまま準自動分包動作（ＳＴＥＰ６）を実施すること
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となる。
【０１５６】
　上記した実施形態では、薬剤分包機４と、完全自動散薬分包機５とを併用する例を示し
たが、本発明はこれに限るものではない。
　例えば、薬剤分包機４を使用せず、制御装置２、薬剤秤量装置３、完全自動散薬分包機
５のみを備えた散薬調剤業務支援システムであってもよい。すなわち、分包装置として、
完全自動散薬分包機５のみを使用する構成であってもかまわない。この場合、上記した判
別動作を実施するとき、条件１乃至条件３に関する判別動作だけを実施し、条件４に関す
る判別動作を実施しない構成としてもよい。すなわち、ＳＴＥＰ１８乃至ＳＴＥＰ２１の
処理を実施せず、ＳＴＥＰ１７の後、ＳＴＥＰ２２乃至ＳＴＥＰ２４の処理を実施しても
よい。
【０１５７】
　上記した実施形態では、薬剤秤量装置３を使用して秤量する例を示したが、本発明はこ
れに限るものではない。例えば、薬剤秤量装置３を使用せず、制御装置２、薬剤分包機４
、完全自動散薬分包機５のみを備えた散薬調剤業務支援システムであってもよい。
　この場合、ＳＴＥＰ８乃至ＳＴＥＰ１２の処理と、ＳＴＥＰ１６、ＳＴＥＰ１７の処理
に替わり、公知の天秤等の機器を用いて手動で秤量することとなる。
　より詳細には、ＳＴＥＰ７の動作が実施された後、制御装置２の表示装置に手動での秤
量を促すメッセージを表示させる。この場合、使用者が公知の天秤等の機器で秤量を実施
し、秤量の終わった薬剤を上記した手動式薬剤容器４７や、薬剤分包機４で使用する容器
へと導入する。
　しかしながら、このような構成によると、薬剤の照合動作等ができないので、処方情報
を正確に管理し、且つ、より精度の高い分包を実施するという観点から、薬剤秤量装置３
を備えた散薬調剤業務支援システム１であることが好ましい。
【０１５８】
　上記した実施形態では、制御装置２に処方に関するデータに関する信号が送信されたと
き、制御装置２が処方データを作成し、完全自動散薬分包機５に処方データを送信した（
ＳＴＥＰ１）。そして、完全自動散薬分包機５で判別動作を実施した（ＳＴＥＰ２）。
　しかしながら、本発明はこれに限るものではない。上記した判別動作は、完全自動散薬
分包機５に限らず、制御装置２で実施してもよい。また、処方データの送信後ではなく、
処方データの送信に先立って判別動作を実施してもよい。
　すなわち、以下で詳細に説明する動作を実行するものであってもよい。
【０１５９】
　医師が外部ＰＣ６で処方に関するデータを入力すると、外部ＰＣ６から制御装置２に信
号が送信される。そして、制御装置２が信号を受信すると、制御装置２が上記した判別動
作を実施する。
【０１６０】
　判別動作の結果、処方データに含まれる処方が完全自動散薬分包機５だけで自動的に処
理できる処方であると判別された場合には、完全自動散薬分包機５に送信するための処方
に関するデータを作成し、送信する。そして、ＳＴＥＰ４以下の処理を実施する。
【０１６１】
　また、判別動作の結果、処方データに含まれる処方が完全自動散薬分包機５だけで自動
的に処理できる処方ではなく、処方で提供される薬剤に自動式薬剤容器４６に現在収容さ
れていない薬剤で存在する場合には、分包を実施する分包機（薬剤分包機４又は完全自動
散薬分包機５）と、薬剤秤量装置３にそれぞれデータを送信する。
　すなわち、自動式薬剤容器４６に現在収容されており、完全自動散薬分包機５によって
分包可能な薬剤に関するデータを完全自動散薬分包機５に送信する。
　対して、自動式薬剤容器４６に現在収容されておらず、完全自動散薬分包機５によって
分包不可能な薬剤に関するデータを薬剤秤量装置３に送信する。
　つまり、処方データに基づいて、処方に含まれる薬剤に関するデータを判別結果によっ
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、それぞれ作成したデータを異なる調剤機器に送信する一連の処方データ分割送信動作を
実施する。
【０１６２】
　この後、分包機と薬剤秤量装置３で所定の処理が実施されたことを条件として、それぞ
れから制御装置２へとデータが送信される。このデータは、処方データ分割送信動作で送
信された薬剤に関するデータであり、必要に応じて各調剤機器での処理の結果に関する情
報を含むデータが送信される。
　具体的には、例えば、薬剤秤量装置３から秤量結果に関するデータが制御装置２に送信
され、完全自動散薬分包機５から分包で使用する薬剤に関するデータが制御装置２に送信
される。
【０１６３】
　このとき、制御装置２では、各機器から送信されたデータを統合するデータ統合動作を
実施する。例えば、完全自動散薬分包機５から送信されたデータであり、完全自動散薬分
包機５によって分包可能な薬剤に関するデータと、薬剤秤量装置３から送信されたデータ
であり、完全自動散薬分包機５によって分包不可能な薬剤に関するデータとをとを統合す
るデータ統合動作が実施される。
【０１６４】
　この後、制御装置２から分包を実施する分包機（薬剤分包機４又は完全自動散薬分包機
５）に必要なデータを送信し、半自動分包動作、手動分包動作、薬剤分包機４での分包動
作のいずれかが適宜実施されることとなる。
【符号の説明】
【０１６５】
　１　散薬調剤業務支援システム
　２　制御装置（調剤機器用制御装置）
　３　薬剤秤量装置
　５　完全自動散薬分包機（自動散薬分包装置）
　１７　操作表示部（表示装置）
　４６　自動式薬剤容器（薬剤容器）
　５７　容器保管部
　６０　容器移動ユニット
　６８　分配ユニット
　６９　容器保持台（容器載置部）
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